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目的　本興 爽に，蕉滴り 色網と有彩＆ い うヽ表題 で, 原和匈年よりお一年迄ヱ 対測 に

//俘人の寸子芦,尋公・ 皮肩色調 乙紀 色め瀕彩あ寸色との関係も 肌色*"明うく見えろ 色調

清く鳶 えう色齢 こつ／て報告し, 更に明溥 ダ. と, ^  の青＆色紙及び■黄 色色紙 との関乖に

つい て心理東映 を試み，その砧果 け 賠[  た。今回a 明泉^ ，6,     S の赤色色紙 色色り こ

依乖 して作成 し 肌色との関係乙に理失験 て漑 みた。

方決　り　爽験 色衷の作成 祗μC^ 横/岬。・ 明床ざ・灰 色のクヽ>マ机 に。瀕 映/>j^VLの明

泉^  ,  £ .  恥りれ色色紙£貌間ﾀOn^ すう ゐ口 て貼付し 色紙 鯛
き｡貼付した。今回良験iこ侠し朋 几色色敷 い, タ吹 ，£町 尺，y.S-冰 ，/りr い かﾚｰﾌ'T

める。 り　 支験 の方止 対比現 象の こ̂`理序矢験・ 祝M 距離,3 7， とし，東映 ヽ齢,皮<^^<'

ムux い 尺。 大験に參如 しμきあ[i ＼uあで勿気% 験に用いr-づメ ーヅ用語･J 9 形 齢詞対

い ，7 段覆押嫡去r 評吏を竹い た。I の岬東締莱の多什 に荼ブいて分散 分杵を行Q  り

戸刎

非莱 赤色の帆影^ ，此 色よ'け や軋 り 心 り と に （ 肌色卵 牒 とあ の明皮の

東 り 閲祢出 全休心i  り顕着緊

で`かると, あA  ワ剛球 な却i^  ぶれn p ・ヽμ.  亦 色の鴫 軋り 湧T' ほ ／^.の有名木序 で，ツ

クシ・7  ー七尹ンヒ｡地味な一派手n小 系 が゙みろ郎｡， ぶ% の漕 意ヽ水牛 で喝 。i り ー< どいと

ドレッシ一一入ホ・-う･ｲ の和 順 息系が認d?)う れ乱
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律帯 孝丸2 年/?z 名（ 内訳/ﾀμ 年か糸，/ﾀ祁 年／心

/?ね年，/?μ 今春,リ 艮走 し尺.

衆鳶浅計 で測 色して色調 乙分頻 し, 糞材 ，納 なと'

/■'. ま斥スタイIK にフい て,   不J －ト ，衿, 触 などの碩向を分鎧 した，

扉貳 形 態にっヽヽ て,1, 衿 なしが9Jい．衿明さの形 の嗜好 傾旬i ，罪年，加午め間･リ%.

きい奉ぱなら 外-a 一卜刄痢 阪年良r^^- ニ丈．傾伺が県看でﾀ^,7％々られ，例 年＼^J－

マル丈 が鳶 ぷ％2. しめ でいる．素初 町ﾂﾞﾉｰJ､ す・レi /t に畏紡がひ坪 色しめている．麻 を
４ 好 すろ庶細 丿恥 がない．徊和rwi 知凍の禾稀 ﾀﾞﾀﾞﾀくみられた．色野･-3 挑彩 色が約zo %

乞しり，1ﾀ２ ほ

昌

の7") ント, 裕恥 襖 など柄物がタく,    'Wか'J弟地が肌 ｀．色の好 今
日プ/゛一系j3J夕゙゙最 ぜ;砂く. 次に胤 ，ビ・ンフ<r> 系枇タ噂 まi＼ていろ．
このようtこ辱生が最 乙劃

フ？ツシg ン性を九敢 で川 ていやこと.が鳶衆こり


